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2015 年７月 2４日　福岡県代協　オリエンテーション＆代理店賠責セミナー

2015 年６月 2６日　福岡東支部例会　（損保ジャパン日本興亜会議室にて）

『代協活動の現状と課題』として、福岡県代協の冨永会長より、
代協の歴史、活動方針、募集人の資質向上へ向けた取組み、【損害保険大学
課程】について、公平な募集環境へ向けた取組みなどの他、保険業法改正
を控えた関連法規や募集制度の動向などを、新しい会員は
もちろん既存の会員にも改めてお話いただきました。
また、福岡県代協の収益活動（アイエス事業）については、
今年度新たに開設した【アイエスアカデミー】にて詳しく
ご紹介しますので是非ご参加ください。

　今年度初めての支部例会は、３０名を超す会員・ゲストが参加し、
限られた時間で様々な勉強・情報交換を行いました。

事前に振り分けた各担当から、保険会社各社の資料を持ち寄り、状況
を報告。具体的な事例をあげてのシュミレーションを行い、例会への
参加者で共有します。

　2016 年４月に施行が予定されている改正保険業法では、保険募集ルールの抜本的再編成が
行われることになると言われています。その大きな特徴は代理店にスポットライトが当てられ
たことです。他の金融業界と同様に “ 規制の現代化 ” が現実となってきました。
　2007 年の監督指針変更で「契約者は自身に最適な商品の推奨を販売者（保険会社・代理店）
に期待してもよい存在とされた」ことから一貫して求められている、保険募集に際しての説明
責任により、代理店にとってはハードルがより高くなってきています。今後はパンフレットではなく『重要事項説明書』
での説明が必要とされてくると言われていることにも、そうした傾向があらわれています。
　保険募集において禁止行為とされていることのひとつが「虚偽のことを告げる行為・重要な事項を告げない行為」です。
悪意をもって行う募集人はいないでしょう。けれども「ついうっかり」や「うろ覚えで」告げたことが、結果として契約
者にとっては「虚偽」にあたることもあり、また何が「重要な事項」かを定義できないこともトラブルの原因となってい
ます。実際にこうしたトラブルが起こった際に、代理店が負う責任とは？

「コンプライアンスと代理店の賠償責任」

講師：黒田 朗氏

～消費者に信頼される代理店になるために～

エース損害保険株式会社

コンプライアンスについて

　契約者との間でトラブルが起こった際に代理店が問われる法律上の責任は「民事上の責任」、「刑事上の責任」、「行政上
の責任」です。その中で、民事上の責任として「不法行為責任」等が認められ、保険業法２８３条責任が問われる場合、
「信義誠実の原則」から代理店の責任が認められると、損害賠償責任を負うことになります。これが【代理店賠償責任保険】
の対象となります。
　裁判で代理店の責任が認定された事例としてよく知られているのが、平成 6年 3 月 11 日の東京地裁、平成 8年 9 月 5
日の前橋地裁、平成 8年 8 月 22 日の松山地裁の判決です。いずれも満期更改もれによるトラブルで、結果的に代理店に
は責任の２０％が課せられました（賠償金の 20％支払い）。満期更改しなかった契約者に対して、代理店はそのまま放置す
ることなく、“ 信義則 ” 上、契約更新の意思を確認する義務があるという解釈です。

代理店と法律上の責任

【代理店賠償責任保険】の２つの大きな役割

　エース損害保険の【代理店賠責・日本代協新プラン】には、全国の代協会員のうち１万店弱が加入しており、
事故報告（書面によるもの）は、自動車を中心に全ての種目にまたがっています。書面での報告の他、電話での相談を含める
と日に３～５件のトラブル事例が寄せられています。例えば・・・

など様々です。件数としては自動車関連が多いものの、割合としては火災や新種でもトラブルが多いようです。

本セミナーでは、法的責任のない「インシデント（ヒヤリ・ハット）」と言うべき事例も
多く紹介されました。ただ、それらも、営業上は完全に「アクシデント（事故）」です。
商品が複雑化し、保障・要件を直感的に判断できなくなった中、契約者とのトラブルは
身近でしょう。そのリスクを減らすには膨大な努力が要る一方、リスクが現実化する確
率は低い。では、どうするか。難しい問題ですが、考え続けていくのが、コンプライア
ンスの思想なのだと思います。私自身、顧問業務等でお客様のリスクを扱うことも多い
ため、本講義は示唆に富み、大変勉強になりました。ありがとうございました。

トラブル事例　　※エース損害保険に寄せられる相談事例の一部

福岡東支部でも数々のアドバイスをいただいているアトラス法律事務所の徳永弁護士もセミナーに参加されました。

（左）佐々木弁護士、（右）徳永弁護士

Regal　Comment

●火災保険の保険料改定について各社情報交換

整骨院向けの管理システムを販売している株式会社大生より、不正また
は過剰な請求を仕組みとしてブロックするソフトについてご説明いただ
きました。保険会社も大きな関心を寄せており、お客様に適切な治療を
行う整骨院の情報を提供する目安の一つにも。

●整骨院向け「不正請求防止ソフト」について

損保ジャパン日本興亜の博多支社長・平岩氏より、損保ジャパン日本興
亜が業界として初めて取り組んでいる「ISO9001」グループ認証までの
手順を解説していただきました。代理店へはノウハウを提供し、顧客満
足を高めることが目的。今後の代理店評価基準の一つともなります。

●「ISO9001」グループ認証取得への動きについて

会員から寄せられる様々な情報を、福岡県代協として集約し、声をあげ
ていくことを確認。報告書のひな形を利用し、各代理店内でスタッフへ
も周知しましょう。

●ディーラー等の不公正募集への対応について

損害保険トータルプランナーがいる代理店

http://www.f-daikyo.jp/

資格をお持ちの方は損保協会ホームページに
情報を登録してください。
登録申込の仕方は、福岡県代協ホームページ
にご案内しています。

　一つは保険金の準備機能。１事故１億円までの保険金は相当な額です。もう一つは事故時の相談機能です。何か
トラブルが起こり、どうしたらいいか分からない時にはまず電話でご相談いただけます。そこで解決の答えが出せ
ることもあれば、正式に事故受付となる場合もあります。こうした機能を十分にご活用ください。

［自動車のトラブル例］
・他社からの切り替えで等級がマッチングしない
・車両価額協定対象外車種
・長期保険（自動車）
・年齢条件の変更もれ
・車検対象外（構内専用車など）
・原付のセット保険、ファミリーバイク特約
・車両新価特約
・希望ナンバー（複数台所有の場合）

［その他のトラブル例］
・管理下財物の事故
・火災保険の新価特約
・漏水担保特約
・訴訟（言いがかり訴訟）

［注意が必要なフレーズ］
・「オールリスク」
・「全て同じかそれ以上なら切り替える」

アイエスの
新しいパンフレット


